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長野県知事

阿部　守一

長野県民生委員
児童委員協議会
連合会会長

伊藤　篤志

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

多
く
の
新
任
委
員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
新

た
な
体
制
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、
日
々
、

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年
８
月
の
県
知
事
選
挙
で
負

託
を
い
た
だ
き
、
四
期
目
の
県
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
県
政
課
題
が

山
積
し
て
い
る
折
か
ら
、
改
め
て
知
事
と
し
て

の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
県
民
の
皆
様
の
し
あ
わ
せ
と
長
野
県

の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

も
と
よ
り
県
政
は
県
民
の
皆
様
の
た
め
に
存

在
し
ま
す
。「
対
話
と
共
創
」
を
基
本
と
し
た

「
県
民
起
点
」
の
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、
ま

ず
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
選
挙
公
約
の
項
目

を「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ・
ア
ク
シ
ョ
ン
2
0
2
2
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
昨
年
10
月
に
は
、
私
自

身
が
県
内
全
市
町
村
を
訪
問
す
る
「
県
民
対
話

集
会
」
や
、
県
民
・
企
業
等
と
予
算
を
共
に
創

り
上
げ
る
「
県
民
参
加
型
予
算
」
の
試
行
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
民
の
皆
様

の
思
い
に
寄
り
添
い
、
共
に
考
え
、
行
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
次
期
総
合
５
か
年
計

画
が
始
ま
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
目
標
と
し
て
、

「
確
か
な
暮
ら
し
を
守
り
、
信
州
か
ら
ゆ
た
か

な
社
会
を
創
る
」
を
掲
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
物

価
高
騰
、
気
候
変
動
と
そ
れ
に
伴
う
災
害
の
激

甚
化
、
少
子
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
か
つ
て

な
い
危
機
的
な
状
況
を
克
服
し
、
県
民
の
皆
様

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
物
質
的
に

も
精
神
的
に
も
満
た
さ
れ
た
、
真
に
ゆ
た
か
な

社
会
を
こ
の
信
州
か
ら
創
っ
て
い
く
と
の
強
い

想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
特
に
力
を

入
れ
て
進
め
て
い
く
政
策
に
つ
い
て
は
、
新
時

代
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
部

局
の
枠
を
超
え
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
す
。
と
り
わ
け
、
女
性
・
若
者
か
ら
選

ば
れ
る
県
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会

や
デ
ジ
タ
ル
・
最
先
端
技
術
を
活
か
し
た
社
会

の
実
現
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

の
大
き
な
転
換
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
、
具
体

的
な
施
策
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
御
健
康
と
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
春
早
々
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
は
、
私
達
の
日
常
生
活
、
社
会
経
済

活
動
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
民
生
委
員

活
動
に
お
い
て
も
、
定
例
会
、
研
修
会
、
地
域

福
祉
活
動
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
行
事
の
中

止
や
延
期
、
開
催
方
法
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、

交
流
や
勉
強
会
な
ど
に
大
変
な
ご
苦
労
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
７
月
29
日
安
曇
野
市
豊
科

公
民
館
で
開
催
予
定
の
「
第
25
回
長
野
県
民
生

委
員
児
童
委
員
大
会
」
も
残
念
な
が
ら
中
止
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

「
第
91
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
（
愛

知
大
会
）
」
は
、
10
月
19
日
〜
20
日
に
名
古
屋

市
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考

え
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向

け
た
司
令
塔
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
委
員

は
子
ど
も
へ
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
全
体

へ
の
支
援
の
視
点
を
持
ち
活
動
す
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
宣
言
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人

び
と
へ
の
見
守
り
や
相
談
活
動
を
継
続
し
、
地

域
の
幅
広
い
関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域
共
生

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。
委
員
が
率
先

し
て
地
域
の
子
育
て
応
援
団
と
な
り
、
子
育
て

家
庭
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。
民
生
委
員
制
度
の

周
知
を
図
り
、
民
生
委
員
活
動
、
主
任
児
童
委

員
活
動
の
正
し
い
理
解
の
浸
透
に
取
り
組
む
こ

と
が
採
択
さ
れ
、
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
で
新
任
委
員

の
割
合
は
県
全
体
で
約
６
割
に
も
及
び
ま
す
。

活
動
の
や
り
が
い
や
、
楽
し
さ
、
学
び
に
つ
い

て
、
相
互
で
の
共
有
や
支
え
合
い
を
図
り
、
で

き
れ
ば
２
期
以
上
続
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

皆
様
と
築
い
た
顔
の
分
か
る
信
頼
関
係
を
継
続

し
て
、
見
守
り
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
願

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
で
き
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
準
備
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
頭
に
あ
た
り
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
、

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

監   事　櫻井　朝教　　軽井沢町
　〃　　草深　邦子　　松本市
顧　問　椎名　佑平　　飯田市

評議員　中山　孝一　　小諸市
　〃　　由井　健一　　川上村
　〃　　依田　政一　　東御市
　〃　　北澤　久美子　青木村
　〃　　北村　隆雄　　岡谷市
　〃　　田村　茂正　　茅野市
　〃　　岡崎　咲穂　　富士見町

評議員　宮原　勝　　　伊那市
　〃　　三沢　文明　　宮田村
　〃　　胡桃澤　一郎　飯田市
　〃　　小野　恭志　　阿智村
　〃　　髙田　隆一　　大桑村
　〃　　中澤　伸一　　松本市
　〃　　手塚　秀貴　　塩尻市
　〃　　髙橋　澄義　　朝日村
　〃　　伊東　正明　　大町市
　〃　　中澤　敏子　　長野市
　〃　　永田　繁江　　須坂市

長野県民生委員児童委員協議会連合会　新役員のご紹介 （令和4年12月1日～令和7年11月30日）
会　長　伊藤　篤志　長野市
副会長　松嶋　隆德　安曇野市
　〃　　小平　實　　佐久市
　〃　　山浦　泰子　駒ヶ根市

理   事　古川　友枝　上田市
　〃　　小島　光治　諏訪市
　〃　　秦　　嘉雄　飯田市
　〃　　原　　秀行　木曽町
　〃　　中山　博　　池田町
　〃　　廣瀬　幸利　栄　村

評議員　濵田　政常　　千曲市　
　〃　　宮林　幸五子　小川村　
　〃　　田中　かつ子　高山村
　〃　　塚田　明　　　坂城町
　〃　　吉家　一雄　　中野市
　〃　　久保田　桂子　飯山市
評議員（主任児童委員）  
　〃　　栗林　正直　　小諸市
　〃　　宮坂　文子　　伊那市
　〃　　安坂　紀会子　松本市
　〃　　丸山　明美　　飯山市
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新人委員へ先輩委員が
経験を語る

座
談
会

　県民児連の伊藤会長も参加し、茅野
市・佐久市・安曇野市・長野市(主任児
童委員)のベテランの委員のみなさんが、
民生児童委員のやりがいや
喜び、苦労を乗り越えた経
験談。そしてコミュニケー
ションの大切さなどをお話
ししています。

　新任の会長研修をまとめた貴重な特
集です。大学教授から講義「今日的な
福祉・生活課題と民児協会長の役割」
についての内容と、飯田
市と安曇野市のベテラン
の会長から「民児協運
営・活動の進め方」のヒ
ントを掲載。

座
談
会

新任委員4人が語る

　新任委員が活動をスタートして約5
ヶ月。松代町・岡谷市・上田市・松川
村の各新任委員が、引き受けた経緯や
活動での戸惑いなど、そ
の胸の内を語り合います。
ぜひ新任の委員の皆さん
に読んでほしい内容です。

新任会長への研修報告・
新人研修ルポ

　民生児童委員制度の原点「方面委員制
度」の立役者で上田市出身の小川滋次郎
博士についての紹介。そして民生委員が
深く関係する「長野県共同
募金会」の歴史や活動の重
要性についてのインタビュ
ー記事です。

　民生委員制度100周年を前に行われ
た「活動環境の整備に関する検討会」
の報告書を抜粋。活動の課題や対応、
民生児童委員の役割の基
本を学べる特集です。

民生児童委員の原点を学ぶ 民生児童委員活動の
現状と課題

会長と新人の座談会
座
談
会

　新人委員2名と会長2名で課題ややり
がい、そして任期について考えました。
半数以上が1期目という環境で、苦労し
ている点を率直に語ってい
ます。また、2期以上続け
ることで得られる信頼やや
りがいについても一読の価
値ありです。

　「つなぐ」初の座談会の記事です。
2011年夏に開催。その責任に戸惑い
つつも、見守っている当事者から「あ
りがとう」の一言があり、
「支え合いの基本」や、
「自分達の役割の大切さ」
に気づく姿が印象的です。

座
談
会

新人トーク
（女性の委員にフォーカス）

　かつては男性中心の民生委員でした
が、現在は女性の委員の割合が男性を
はるかに超えてきました。女性の新人
委員の直面する課題や、
女性だからこその活動の
しやすさについて語り合
った珍しい特集です。

新人トーク

民生児童委員の原点

147号 127号

139号 129号 128号

123号 119号 106号

新任委員向けの特集記事

保存版 !　特別企画

「つなぐ
　大図鑑」

　「長野県民生児童委員だ
「つなぐ
　「長野県民生児童委員だより」として平成23年4月より
「つなぐ」は年４回発行しています。座談会や取材、専
門家へのインタビューを通して、地域に根ざした活動や
直面している課題などを取り上げてきました。
　「つなぐ」は県民児連ホームページでも公開しています。
　今回、特集テーマをカテゴリー分
けして紹介します。ホームページか
ら記事をダウンロードしていただき、
定例会や研修でコピーを配布するな
ど、今後の活動にご活用ください。

www.nsyakyo.or.jp/minjiren/kaiho/
検 索長野県民生児童委員だより



長野県民生児童委員だより 4

児童虐待防止と
オレンジリボン運動

　子育て支援シリーズとして、「オレン
ジリボン運動」について紹介。特に長野
市の主任児童委員部会によ
るオレンジリボンづくりと
啓発活動を取材しました。

　県民児連主催で「子育て支援を語る
つどい」を上田市で開催。講演の「子
どもを育み守る地域づくりと民児協活
動」をまとめました。グ
ループワークで学校や子
ども食堂との連携にも触
れています。

佐久市子育て支援　
4者連絡会

　佐久市のスクールメンタルアドバイ
ザーの活躍にスポットを当てました。
毎年開催する4者連絡会議では小地域
に分かれて民生児童委
員・児童館長・校長が細
かく情報交換しています。

（主任）児童委員の役割とは

　県内3ヶ所の見守りを目的にした活動
を紹介。自治組織や行政、NPOなどと
連携した、飯田市南信濃地区の「地域福
祉プロジェクト」、長野市
大豆島地区の「ご近所支え
合い見守りガイド」・栄村
「げたばきヘルパー」の活動
を掲載しました。

　長野市の民間業者と民生委員が提携
する「孤立防止・見守りネットワーク
事業」の紹介。男性の見守りにスポッ
トを当てた長和町メンズ
サロン、松本市団地の見
守りへの取り組みを取材
しています。

地域に沿った連携の
見守り活動 見守りへの取り組み

児童委員の役割を考える

　平成8年から年2回発行が続く豊科地
区「子育て通信」の編集会議を取材。平
成12年から茅野市が全国に先駆けてス
タートした「セカンド・ブッ
ク・プレゼント」への民生児
童委員の協力活動を紹介。

　塩尻市のコミュニティスクールの立
役者を取材。また長野市松代町での通
学の見守り、上田市街地での子育てひ
ろばでの民生児童委員の
活動にスポットを当てて
います。

災害への備えを考える

　松本市の要支援者名簿提供とスマホで
の緊急連絡、民生児童委員も各地域で関
わる「災害時住民支え合いマップ」作成
と、それに伴う支援の優先
順位を表す「ABCアセスメ
ント」について説明してい
ます。

　長野市で開催した第23回長野県民生
児童委員大会のシンポジウムでは災害
をテーマとしました。白馬
村・王滝村・栄村の被災時
の民生児童委員の体験をそ
れぞれ発表しました。

台風19号被災地域の
現状を聞く

　令和元年東日本台風で千曲川が決壊
し被害が最も大きかった長野市長沼地
区。被災から3ヶ月後、伊藤県民児連
会長が住民自治協議会会
長と、現地の民児協会長
を訪ね、安否確認の課題
が浮き彫りとなりました。

災害に備える民児協活動
と災害時での民生委員・
児童委員活動

　平成26年11月に起きた神城断層地震。
3ヶ月後に最も被害の大きかった白馬村
を訪ね取材しました。事前に防災マップ
作りを地域で連携して行っ
ていたことが被害を最小限
にした要因であるという事
実がわかりました。

　平成23年3月12日に発生した長野北
部地震。直撃した栄村を2ヶ月後に訪
ねました。日頃から顔の見える関係づ
くりができていたことで、
一人も取り残さず声を掛
け避難できたというリア
ルな体験を綴っています。

　平成23年6月に発生した長野県中部
地震。松本市では隣組単位の安否確
認など地域でのさまざまな団体との
連携や、個人情報に配慮
しつつもどう共有するか、
などを詳しく説明してい
ます。

栄村訪問　
震災対応の現状を知る松本地震の現状と報告神城断層地震、白馬村で

民生委員がどう動いたか

子どもの見守りを考える

137号 124号

146号 140号 126号

120号 107号 105号

132号 130号

134号 133号

125号

見守り活動とその事例

児童委員の役割

災害の報告と災害への備え

保存版 !　特別企画
「つなぐ大図鑑」



長野県民生児童委員だより5

Vol.149

松本児童園「児童養護施設　
と民生児童委員のかかわり」

　松本児童園は松本市の民児協が運営に
関わっています。現地に訪ね、その経緯
や現状を取材しました。
県内の児童養護施設のリ
ストも掲載しています。

　県民児連の子育て環境づくり部会の
研修として開催した、長野県中央児童
相談所専門員の講話「児
童虐待の現状と対応につ
いて」を要約して掲載し
ています。

ひきこもり支援
-- NPOを訪ねる --

　上田市の「侍学園スクオーラ今人」
は宿泊型で生きることの基本を学ぶ授
業を実施しています。一方、塩尻市の
「ジョイフル」は、相談
を中心とした支援。声が
けの方法などのアドバイ
スも。

児童虐待の現状と対応

　コロナ禍となって1年、岡谷市の子
育て支援館こどものくにを訪ね母親た
ちの現状を聞きました。また県長寿社
会開発センターの取り組
みとしてシニアのコロナ
禍での活動を紹介してい
ます。

コロナ禍でのふれあい
の大切さを考える

子どもを取り巻く現状と課題

　「離婚と貧困そして子どもへの影響」
と題してNPO法人こども・家庭支援セ
ンターHUGの活動と現状を紹介。また
子どもの貧困を支えるNPO
法人フードバンク信州に支
援の現状を聞きました。

　箕輪町の「放課後子ども食堂」は地
域の人や高校生の居場所ともなってい
ます。その様子を現地取材しました。
また県内100件を超える
「信州こどもカフェ」の
リストを掲載しています。

初期の認知症への対応を学ぶ

　市町村に設置されている「認知症地域
支援推進員」に、どうしたら初期の認知
症に気づく事ができるのかを聞きました。
また松本市の医師に地域連
携の重要性についてもお話
しいただきました。

　NPO法人精神保険福祉会連合会理
事長(民生委員)にインタビュー。精神
障害の正しい知識を掲載しました。ま
た上田市の社会福祉法人
まるこ福祉会を訪ね、利
用者の姿や支援活動につ
いて取材しました。

介護の現場を考える

　長野市の介護職養成校や飯山市の認
知症家族会を訪ねました。そして、松
本市のNPO法人峠茶屋を訪ね、グルー
プホームやデイサービス、
訪問看護、有料老人ホー
ムなどの現場を紹介しま
した。

「訪問だより」の事例
「コロナ禍で訪問だより
の効果は?」

　須坂市豊丘地区の買い物もできるふれ
あいサロンの取り組みを紹介。また松本
市新村地区のプチ送迎ボ
ランティアの活動に実際
に同行しました。

　行政区に属さない別荘地で、民生児
童委員はどう動いたらいいのか。長野
市飯綱高原で活動する民生児童委員と
自治組織の会長を訪ね、
その実態を話していただ
きました。

　生活福祉資金制度について詳しく解
説しています。また相談現場の苦悩と

題して社会福祉協議会の
担当者にお聞きしました。

別荘地の問題を探る　
～飯綱高原の実態と対策～

精神障がいについて考える

生活困窮者家庭への支援買い物弱者問題を考える

特集信州こどもカフェ

145号 144号

133号 122号 118号

113号 110号 109号

140号 136号

145号 143号 142号

　広報委員から、各地の現状報告と対
策を掲載。また災害支援でできた長野
市豊野地区の「まちの縁側ぬくぬく
亭」の紹介と、コロナウ
イルスへの対策のポイン
トをお聞きしました。

新型コロナウイルス対策141号

コロナ禍の対策

児童をめぐる状況の検証

社会課題について

　岡谷地区の手作りの訪問だよりが話題
となっています。作り方からその反響ま
で。民児連のホームペー
ジで雛形を提供し、各地
に広がっています。
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令和５年１月1日

記者が地区民児協におじゃまし、会

長や委員とコミュニケーションを図

って、第三者の目でリポートしてい

く「訪問」コーナーです。

民
生
児
童
委
員
の
負
担
が
大
き
い
地
域
性
。

実
行
力
と
団
結
力
で
新
た
な
仕
組
み
整
備
に
邁
進
中

だより

訪問

伊那市

千曲市

伊那市北部地区民生児童委員協議会
　

改
選
を
控
え
た
10
月
の
定
例
会
は

感
想
発
表
で
し
た
。
「
家
庭
の
こ
と

を
話
し
た
く
な
い
の
が
明
ら
か
な
人

も
い
る
が
、
頼
り
に
し
て
も
ら
え
た

と
き
は
嬉
し
い
」
「
コ
ロ
ナ
で
活
動

が
で
き
な
い
不
安
は
あ
っ
た
が
、
み

ん
な
温
か
く
し
て
く
れ
て
心
か
ら
の

話
し
合
い
が
で
き
た
」
「
区
を
抜
け

る
人
が
増
え
て
い
る
。
区
の
役
割
は

何
か
、
助
け
合
い
の
区
に
で
き
な
い

も
の
か
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

と
思
い
が
伝
わ
り
、
形
式
的
な
感
想

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宮
原
勝
会
長
が
「
最
初
は
30
秒

だ
っ
た
の
が
翌
年
は
1
分
。
だ
ん
だ

ん
長
く
な
り
今
日
の
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
通
り
、
中
に
は
５
分
以

上
語
る
人
も
い
る
熱
心
さ
が
伊
那
北

部
地
区
の
特
徴
で
す
。
言
い
換
え
る

と
民
生
児
童
委
員
が
背
負
っ
て
し
ま

う
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
実
際
「
早
く
任
期
が
終
わ
れ

ば
い
い
」
「
大
変
だ
っ
た
」
の
発
言

も
。
そ
の
理
由
を
「
元
々
が
農
村
地

帯
な
の
で
社
協
の
必
要
性
が
低
か
っ

た
」
と
宮
原
会
長
。
そ
こ
で
み
ん
な

が
協
力
し
て
新
し
い
社
協
に
し
よ
う

と
、
社
協
理
事
と
し
て
も
先
頭
に

立
っ
て
い
る
の
が
宮
原
会
長
で
、
こ

れ
ま
で
実
現
さ
せ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
行
力
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

養
蚕
指
導
員
か
ら
伊
那
養
護
学
校

勤
務
の
後
の
２
０
１
３
年
か
ら
地
元

の
有
志
30
人
で
里
山
整
備
を
始
め
ま

し
た
。
か
つ
て
は
薪
集
め
な
ど
生
活

の
共
有
財
産
と
し
て
手
入
れ
の
行
き

届
い
て
い
た
里
山
が
、
暮
ら
し
方
の

変
化
で
放
置
さ
れ
赤
松
の
病
害
も
発

生
、
な
ん
と
か
し
よ
う
と
動
き
出
し

ま
す
。
専
門
家
の
参
加
も
得
て
遊
歩

道
や
見
晴
台
、
炭
焼
き
小
屋
な
ど
を

つ
く
り
「
上
牧
里
山
自
然
パ
ー
ク
」

と
し
て
今
で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
然
観
察
や
炭
焼
き
な

ど
の
行
事
で
民
生
児
童
委
員
が
活
躍

し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

伊
那
北
小
学
校
で
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
は
民
生
児
童
委
員
全
員
参
加
の

「
学
校
応
援
団
」
。
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
が

難
し
く
、
宮
原
会
長
の
肝
い
り
で
民
生

児
童
委
員
が
中
核
に
。
お
も
ち
ゃ
作
り

や
遊
び
の
提
案
な
ど
毎
月
の
開
催
で
す
。

宮
原
会
長
の
ポ
リ
シ
ー
は
「
良
し
悪
し

は
と
も
か
く
自
ら
提
案
す
る
こ
と
。
道

筋
を
作
る
こ
と
」
。
ま
た
「
コ
ロ
ナ
だ

か
ら
で
き
な
い
で
は
な
く
、
こ
の
状
況

の
中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」
。
民

生
委
員
と
同
時
に
会
長
に
な
っ
た
こ
と

で
当
初
か
ら
指
導
力
を
発
揮
。
地
域
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
三
期
目
続
投
で
山

積
み
の
課
題
に
取
り
組
も
う
と
意
欲
あ

る
78
歳
で
す
。

▲前列真ん中が宮原勝会長

▲伊那北小学校いきいきサロンは毎月開催

昨年10月11日
に取材しました 

〈
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表紙写真募集!!
表紙を作品発表の場、地域の紹介の場にと考え
ています。日ごろ写真を趣味にしていらっしゃる
民生児童委員の方々の地域の風景やお祭りな
どの風物詩を撮った写真を募集します。
デジカメで撮った作品の電子データをCDRに入れて、
撮影者のプロフィール、写真の内容に関する説明を
添えて県事務局までお送りください。
詳細は県事務局（026-225-1613）まで。

会
長
は
３
つ
の
地
区
か
ら
の
代
表
で
持
ち
回
り
。

誰
が
な
っ
て
も
安
定
し
た
活
動
が
で
き
る
強
み

千曲市東部地区民生児童委員協議会
　
「
４
人
し
か
残
ら
な
い
」
と
、
荻
原

博
会
長
が
顔
を
く
も
ら
せ
ま
す
。
総
勢

20
人
の
内
、
前
回
ま
で
は
約
半
分
が
継

続
だ
っ
た
の
に
激
減
。
さ
ら
に
こ
の
地

区
伝
統
の
、
会
長
は
じ
め
三
役
の
選
出

方
法
が
課
題
に
。「
誰
が
会
長
に
な
っ

て
も
務
ま
る
」
の
考
え
の
も
と
、
千
曲

市
東
部
地
区
を
構
成
す
る
３
つ
の
地
区

が
順
番
で
役
を
持
ち
ま
わ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
再
任
者
４
人

の
中
か
ら
３
人
を
決
め
る
事
態
と
な
っ

た
た
め
順
番
を
変
更
し
て
調
整
を
し
ま

し
た
。

　

荻
原
会
長
の
属
す
る
「
雨
宮
・
土

口
・
生
萱
」
地
区
は
、
雨
宮
坐
日
吉
神

社
境
内
前
で
の
古
式
ゆ
か
し
い
踊
り
と
、

獅
子
の
頭
を
つ
け
て
橋
か
ら
逆
さ
吊
り

に
な
っ
た
若
者
４
人
が
川
の
水
し
ぶ
き

を
あ
げ
な
が
ら
踊
る
と
い
う
、
国
の
重

要
無
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
奇
祭
で

知
ら
れ
る
所
。
古
く
か
ら
の
土
地
に
生

ま
れ
、
地
元
で
育
っ
た
荻
原
会
長
。
父

が
病
弱
だ
っ
た
た
め
20
代
で
常
会
長
に

な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
様
々
な
役
に
就

い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
例
え
ば
見
守
り
事
業
で
留

守
宅
が
あ
っ
て
も
近
所
の
人
か
ら
の
情

報
で
消
息
が
分
か
る
な
ど
、
あ
ま
り
困

難
は
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
同
時
に
か

つ
て
に
比
べ
隣
近
所
同
士
の
話
が
少
な

く
な
っ
た
と
の
実
感
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
「
高
齢
者
福
祉
」
「
障
が
い
者
福

祉
」
「
子
育
て
青
少
年
」
と
並
ぶ
部
会

の
ひ
と
つ
で
会
長
が
所
属
す
る
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
福
祉
」
部
会
で
は
、
対
象

と
な
る
世
帯
の
情
報
が
民
生
委
員
に

入
っ
て
こ
な
い
」
と
の
課
題
も
。
雨
宮

坐
日
吉
神
社
の
隣
に
あ
る
雨
宮
研
修
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
定
例
会
で
も
、
個

人
情
報
保
護
と
民
生
児
童
委
員
活
動
に

と
っ
て
必
要
な
情
報
と
の
関
係
が
た
び

た
び
話
題
に
の
ぼ
る
と
い
い
ま
す
が
、

委
員
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
部
分
が

大
き
い
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
は
し
よ

う
と
、
昨
年
６
月
は
福
島
県
へ
視
察
に

行
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の
台
風
19

号
で
地
区
内
の
川
が
氾
濫
、
床
下
浸
水

の
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
荻
原

会
長
も
担
当
地
区
内
に
12
人
の
要
支
援

者
が
い
た
た
め
「
避
難
確
認
を
夜
中
ま

で
と
っ
た
」
と
い
う
経
験
か
ら
の
被
災

地
視
察
で
し
た
。
現
在
72
歳
。
「
70
代

に
な
っ
て
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
」
と

い
い
ま
す
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
世

代
と
接
す
る
地
区
活
動
で
お
世
話
に

な
っ
た
恩
返
し
を
し
な
が
ら
、
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
た
い
覚
悟
で
す
。

訪問

表紙写真紹介

▲「雨宮の御神事」で知られる雨宮坐日吉神社
　に隣接する定例会会場

Vol.149

撮　影

「道祖神火祭り」野沢温泉の火祭りでは日本一
毎年１月15日夜行われ、社殿を守る側の厄年の男達と攻める
側の村の男達の間での荒々しい壮絶な攻防戦が見物。平成５
年12月に文化庁より国の重要無形文化財に指定された。

profile

さん
野沢温泉村  前民生児童委員

(く  ぼ   た     しんいち)
久保田  真一 1953年生まれ。「クボタ写真館」二代目

として活躍しています。　

▲前列中央が荻原博会長。改選で残るのは４人のみ

あ
め
の
み
や
に
ま
す
ひ
よ
し
じ
ん

じ
ゃ

昨年10月14日
に取材しました 



〈広報委員〉
月岡  幽美子　
山口  三千夫
赤羽  節夫　　
林     みな　

＊ 故 熊井文弘顧問にご協力を賜りました。

３年の任期を
終えました。
ご協力に感謝
申し上げます。

◇永年勤続単位民生委員児童委員協議会会長表彰（３名）

（順不同　敬称略）

令和４年１０月１９日表彰全国民生委員児童委員連合会会長表彰

令和４年１１月１２日表彰長野県社会福祉協議会会長表彰

令和４年１２月１３日表彰全国社会福祉協議会長表彰

受賞おめでとうございます

上田市　　　増田　宗彦 飯田市 椎名　佑平 安曇野市　　松嶋　隆德

◇　民生委員･児童委員功労者（４名）

令和４年１２月７日表彰厚 生 労 働 大 臣 表 彰

御代田町 堀篭　幸子  
佐久市 土屋　珠江  

松本市 横山　百合子 須坂市 永田　繁江

大鹿村 　　　田島　龍二
木曽町 　　　村瀬　泰信
松本市 　　　横山　百合子

松本市 　　　中野　京子
松本市　　 宮下　信一
上田市 　　　増田　宗彦

須坂市 　　　永田　繁江
大町市 　　　齋藤　浩
佐久市 　　　土屋　珠江

◇民生委員･児童委員功労者表彰（９名）

立科町 　　　波岡　順子
富士見町　　前田　清美
箕輪町 　　　和田　　博
箕輪町　　　北澤　俊雄
根羽村 　　　片桐　利江
山形村 　　　中村　元美
松川村　　　錦織　明彦
松本市　　　髙橋　芳子
岡谷市　　　髙木　澄枝
岡谷市 　　　今井　美保子
岡谷市　　　森下　貴子
岡谷市 　　　小口　順啓

岡谷市　　　小口　　明
岡谷市　　　濵　　真由美
岡谷市　　　小松　久子
岡谷市　　　武居　敏明
岡谷市　　　小林　武人
岡谷市　　　小口　節子
岡谷市　　　山口　俊雄
飯田市　　　樋口　昭三
飯田市　　　福澤　貴庸子
飯田市　　　前島　三津江
諏訪市　　　飯田　敏彦
諏訪市　　　矢﨑　竹代

中野市　　　小林　一善
中野市　　　佐藤　禮子
大町市　　　吉澤　百合子
茅野市　　　戸田　允文
茅野市　　　鶴石　悠紀
東御市　　　依田　政一
東御市　　　楢原　みち代
東御市　　　白石　幸男
東御市　　　宮坂　美代子
安曇野市　　深澤　一廣
安曇野市　　上條　孝子

◇永年勤続民生委員･児童委員表彰（３５名）

軽井沢町　　本島　和美
軽井沢町　　土屋　常男
軽井沢町　　土屋　柾雄
軽井沢町　　森泉　久雄
軽井沢町　　土屋　栄衛
富士見町　　前田　清美
箕輪町　　　和田　博
箕輪町　　　北澤　俊雄
泰阜村　　　半崎　和枝
山形村　　　中村　元美
信濃町　　　北村　ます代
信濃町　　　三澤　敏一
松本市　　　髙橋　芳子
岡谷市　　　髙木　澄枝

岡谷市　　　今井　美保子
岡谷市　　　森下　貴子
岡谷市　　　小口　順啓
岡谷市　　　濵　　真由美
岡谷市　　　小松　久子
岡谷市　　　武居　敏明
岡谷市　　　小林　武人
岡谷市　　　小口　節子
岡谷市　　　山口　俊雄
飯田市　　　樋口　昭三
飯田市　　　福澤　貴庸子
飯田市　　　前島　三津江
諏訪市　　　飯田　敏彦
諏訪市　　　矢﨑　竹代

御代田町　　柳沢　充夫
原村　　　　五味　勇吉
上松町　　　竹原　敏子
木曽町　　　野口　郁夫
木曽町　　　塩原　仁
木曽町　　　海老澤　玲子

木曽町　　　田原　寿恵子
須坂市　　　細井　洋子
中野市　　　山本　勝宣

駒ヶ根市　　山浦　泰子
駒ヶ根市　　佐野　榮
中野市　　　小林　一善
中野市　　　佐藤　禮子
大町市　　　吉澤　百合子
茅野市　　　戸田　允文
茅野市　　　鶴石　悠紀
東御市　　　依田　政一
東御市　　　楢原　みち代
東御市　　　白石　幸男
東御市　　　宮坂　美代子
安曇野市　　深澤　一廣
安曇野市　　上條　孝子

◇社会福祉功労者　民生･児童委員功労表彰（４１名）

◇民生委員･児童委員功労表彰（９名）

◇優良民生委員児童委員協議会表彰（３民児協）
高森町民生児童委員協議会　　　松本市芳川地区民生児童委員協議会
佐久市浅間地区民生児童委員協議会 （表彰式：第91回全国民生委員児童委員大会（愛知大会））

（表彰式：第71回長野県社会福祉大会）

（表彰式：令和４年度
　　　　全国社会福祉大会）
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